
★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

港
新
聞
８
面
川

１
１
１
５
０
８

奥

口

藤

藤

尚

●
交
通
科
学
博
物
館

日
本

縦
断
！
新
幹
線

そ
の
魅
力
を

探
る

一
月
九
日
ま
で
開
催

中
。
世
界
か
ら
も
注
目
を
集
め

る
日
本
の
新
幹
線
。そ
の
種
類

歴
史

施
設

設
備

人
な
ど
を

模
型
・
映
像
・
写
真
な
ど
で
紹

介

み
な
と
消
防
フ
ェ
ス
タ

十
一
月
十
九
日
（
土
）
十

十

六
時
。
は
し
ご
車
や
起き

震し
ん

車
の

体
験
あ
り
。
港
消
防
署
共
催

関
西
大
学
鉄
道
研
究
会
写
真
展

よ
み
が
え
る

あ
の
時
代

大
阪
環
状
線
大
阪
市
電
能

勢
電
鉄
・
阪
急
電
車
な
ど
の
過

去
と
現
在
を
比
較
す
る
形
で
約

二
十
点

写
真
は

大
阪
駅
に

進
入
す
る
１
５
７
系
ひ
び
き

（
昭
和
三
十
四
年
）
十

十
七

時
入
館
、
月
曜
休
館
（
祝
日
な

ら
開
館
し
翌
火
曜
休
、
火
曜
も

祝
日
な
ら
振
替
休
な
し
）
。
高

校
生
以
上
四
百
円
、
四
歳

中

学
生
百
円
。

弁
天
町
駅
す

ぐ
。
六
五
八
一

五
七
七
一
。

●
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団

第
九

特
別
演
奏
会

時
空
を
越
え
る
存
在
感
を
持

つ

第
九

（
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
交
響
曲
第
９
番

合
唱
付

二
短
調
作
品
１
２
５
）
の
季
節

が
今
年
も
。
毎
年
共
演
を
重
ね

る
田
辺
第
九
合
唱
団
と
実
力
派

揃
い
の
独
唱
陣
（
ソ
プ
ラ
ノ
並

河
寿ひ

さ

美み

、
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
西
村

薫か
お

、り

テ
ノ
ー
ル
吉
田
浩
之
、
バ

リ
ト
ン
藤
村
匡ま
さ

人と

）
。
北
米
で

経
験
を
積
み
、
コ
ス
タ
リ
カ
交

響
楽
団
桂け

い

冠か
ん

指
揮
者
の
小
松ち

長ょ
う

生せ
い

写
真
（

三
浦
興
一
）

が
渾こ

ん

身し
ん

の
タ
ク
ト
。
他
に
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン

プ
ロ
メ
テ
ウ
ス

の
創
造
物

序
曲
作
品

。
十

二
月
十
一
日
（
日
）
十
五
時
か

ら
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

（

福
島
）
で
。
十
四
時
四

十
分
か
ら
指
揮
者
プ
レ
ト
ー

ク
。

六
千
円
、

五
千
円
、

四
千
円
、
学
生
千
円
。

六

五
七
七

一
三
八
一
。

●
港
図
書
館

人
形
劇
を
楽

し
も
う
！

十
二
月
十
一
日

（
日
）
十
四

十
五
時
、
港
区

民
セ
ン
タ
ー
二
階
集
会
室
で
。

カ
ッ
パ
の
か
ー
や
ん
と
ゆ
か
い

な
仲
間
た
ち
が
人
形
劇
の
世
界

へ
と
い
ざ
な
う

ワ
ン
ブ
ッ
ク

ワ
ン
オ
オ
サ
カ

お
気
に
入
り

の
一
冊
を
投
票
し
、
一
番
人
気

の
絵
本
を
大
阪
市
の
一
冊
に
選

ぶ
。
投
票
期
間
は
十
二
月
二
十

七
日
ま
で

図
書
展
示

受
賞

図
書
展

十
二
月
ま
で
開
催

中
。
展
示
リ
ス
ト
あ
り

六

五
七
六

二
三
四
六
。

●
弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

・
弁
天
シ
ネ
マ
倶く

楽ら

部ぶ

第

回

別
れ
の
曲

ポ
ー
ラ
ン
ド

独
立
運
動
に
燃
え
る
シ
ョ
パ
ン

は
彼
の
才
能
を
見
抜
い
て
き
た

教
授
の
勧
め
で
パ
リ
へ
。
幾
多

の
困
難
の
末
、
小
さ
な
音
楽
会

を
開
く
機
会
を
得
る
が
、
ロ
シ

ア
の
圧
政
に
喘あ

え

ぐ
祖
国
へ
の
思

い
は
激
し
く
昂た

か

るぶ

。
聴
衆
注
視

の
中
で
始
ま
っ
た
演
奏
。
そ
れ

は
パ
リ
の
人
々
が
こ
れ
ま
で
聴

い
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
強
烈
で

情
熱
的
で
あ
っ
た

。名
曲
別

れ
の
曲

に
乗
せ
て

ピ
ア
ノ

の
詩
人

シ
ョ
パ
ン
と
二
人
の

女
性
と
の
愛
と
苦
悩
を
描
く
音

楽
映
画
の
傑
作

写
真
は
一
場

面
。
一
九
三
四
年
ド
イ
ツ
。
モ

ノ
ク
ロ
・
字
幕
。
十
一
月
二
十

六
日
（
土
）
十
時
と
十
四
時
。

各
回
当
日
先
着
百
名
。
一
人
一

回
六
百
円
（
前
売
五
百
円
）
。

六
五
七
七

一
四
三
〇
。

●
港
近
隣
セ
ン
タ
ー
懐
か
し
の

名
画
大
会

暴
走
特
急

監

督
は
ジ
ョ
フ
・
マ
ー
テ
ィ
。
出

演
は

・
セ
ガ
ー
ル
、

・
ハ

イ
グ
ル
他
。九
五
年
。十
二
月
九

日（
金
）十
四
時

。
協
力
金
百

円

同
セ
ン
タ
ー
は
八
幡
屋
一

四

二
〇
（
入
舟
公
園
隣
）
。

問
合
せ
は

六
五
七
二

〇
〇

二
〇

大
阪
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
会
港
区
支
部
協
議
会
へ
。

●
シ
ネ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ

浪な
に

花わ

の

映
画
フ
ァ
イ
ナ
ル

今
夏
大

好
評
だ
っ
た

浪
花
の
映
画
大

特
集

で
の
観
客
リ
ク
エ
ス
ト

に
基
づ
く
最
終
企
画
。
浪
花
の

町
に
生
き
る
人
々
の
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
溢
れ
る
姿
や
男
女
の
粋い

き

な

世
界
を
描
い
た
名
作
・
話
題
作

十
一
本
。
明
治
維
新
後
の
大
阪

を
背
景
に
、
旧
家
の
い
と
は
ん

か
ら
芸
者
と
な
る
女
性
の
運
命

を
、
情
緒
豊
か
な
演
出
と
完
璧

な
構
図
で
淡
麗
・
深
遠
に
描
き

上
げ
た
幻
の
名
作

む
か
し
の

歌
に
注
目
。上
映
期
間
は
十
一

月
十
日

十
二
月
二
日
。
十
一

月
十
六
日
以
降
の
上
映
作
品
は

愛
の
渇
き

（
一
九
六
七
年
、

蔵
原
惟こ

れ

繕よ
し

監
督
、
浅
丘
ル
リ
子

主
演
）

男
は
つ
ら
い
よ

浪

花
の
恋
の
寅
次
郎
（
一
九
八
一

年
、
山
田
洋
次
監
督
、
渥
美
清

主
演
）
む
か
し
の
歌
（
一
九

三
九
年
、石
田
民た

み

三ぞ
う

監
督
、花
井

蘭ら
ん

子こ

主
演
）

あ

悪く
み

名ょ
う

無
敵
（
一

九
六
五
年
、田
中
徳
三
監
督
、勝

新
太
郎
主
演
）

都
会
と
い
う

港
（
一
九
五
八
年
、島
耕
二
監

督
、
山
本
富
士
子
主
演
）

残

菊
物
語
（
一
九
五
六
年
、島
耕

二
監
督
、
長
谷
川
一
夫
主
演
）

ぼ
ん
ち
（
一
九
六
〇
年
、市

川
崑こ

ん

監
督
、
市
川
雷
蔵
主
演
）

好
色
一
代
男
（
一
九
六
一
年
、

増
村
保や

す

造ぞ
う

監
督
、
市
川
雷
蔵
主

演
）

社
長
道
中
記

（
一
九

六
一
年
、
松
林
宗し

ゅ

恵う
え

監
督
、
森

繁
久ひ

さ

彌や

主
演
）

愛
と
死
を
見

つ
め
て
（
一
九
六
四
年
、斎
藤

武ぶ

市い
ち

監
督
、吉
永
小
百
合
主
演
）

写
真
。当
日
一
般
千
四
百
円
。

上
映
時
間
な
ど
詳
細
は
同
館

（
地
下
鉄
九
条

出
口
歩
三
分

六
五
八
二

一
四
一
六
）へ
。

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
た
な
か

旗
谷
吉
員
展

十
一
月
二
十
日

迄（
十
六
日
休
）
永
田
収
写
真

展（
大
阪
・
日
常
景
）
十
一
月

二
十
四

十
二
月
四
日
（
三
十

日
休
）
十
一

十
九
時（
最
終

日
十
七
時
）
。
港
区
役
所
向
い
。

●
喫
茶

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ハ

ハ

ハ

月
替
わ
り
で
季
節
感

溢
れ
る
企
画

十
一
月
は

ハ

ハ

ハ

な
お
か
し
展

ハ

ハ

ハ

で
作
っ
た
お
菓

子
、
ケ
ー
キ
等
の
写
真
展
。
中

国
茶
の
講
習
会
も

十
二
月
は

田
中
知
佐
子
作
品
展

帽

子
や
マ
フ
ラ
ー
な
ど
ニ
ッ
ト
小

物
の
新
作
を
展
示

七
時
半

十
八
時
（
土
祝
十
一
時

）
、

水
日
休
。
海
岸
通
一

五

二

八
天
満
屋
ビ
ル
（
地
下
鉄
大
阪

港

出
口
か
ら
西
へ
歩
五
分
）

六
五
七
六

〇
八
八
〇
。

（
１
行

税
込
１
０
０
０
円
）

●
貴あ

な

方た

の
人
生
を
冊
子
に

聞

き
取
り
・
文
章
化
料
金
は
四
百

字（
原
稿
用
紙
一
枚
）千
円
が
標

準（
冊
子
五
冊
ま
で
無
料
）。

６
５
７
１
・
４
６
３
６
港
新
聞

※
い
ず
れ
も
ハ
ガ
キ
に
今
月
号

の
感
想
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
名
を
書

い
て

日
必
着
で
港
新
聞
へ
。

●
交
通
科
学
博
物
館
（
上
段
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
関
西
フ
ィ
ル

第
九

特
別

演
奏
会
（
上
段
に
案
内
）
招
待

券
を
ペ
ア
１
組
に
。

●
弁
天
シ
ネ
マ
倶
楽
部

別
れ

の
曲

（
上
段
に
案
内
）
招
待

券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
あ
ん
が
い
お
ま
る
一
座

村

は
消
え
た

（
７
面
に
案
内
）

招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
絵
本

ゆ
ら
ち
ゃ
ん
の
お
は

か
ま
い
り

（
７
面
に
案
内
）

を
５
名
様
に
。

●
シ
ネ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ

浪
花
の

映
画
フ
ァ
イ
ナ
ル

（
上
段
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

（
前
号
あ
ら
す
じ

大
正
十
二

年
、
愛
媛
県
に
生
ま
れ
た
私
は

戦
時
下
の
工
場
な
ど
で
働
き
、

家
族
を
支
え
た
。
戦
争
は
終
わ

り
、
米
軍
も
や
っ
て
来
な
か
っ

た
が
、
兄
は
戦
地
か
ら
な
か
な

か
戻
ら
な
か
っ
た

）

や
が
て

公
報

が
届
き
、

そ
れ
に
は

陸
軍
飛
行
兵
・
伍

長
・
柴
田
正ま

さ

一い
ち

は
昭
和
二
十
年

○
月
×
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ル

ソ
ン
島
で
戦
死

と
あ
り
ま
し

た
。
母
は
兄
の
生
み
の
親
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
実
の

子
以
上
の
愛
情
を
注
ぎ
、
そ
れ

は
大
事
に
大
事
に
育
て
上
げ
た

の
で
、
そ
の
落
胆
は
見
て
お
れ

な
い
ほ
ど
で
し
た
。

◆
満
州
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ

大
正
八
年
生
ま
れ
の
兄
・
正

一
は
小
さ
い
頃
か
ら
頭
が
良

く
、
字
も
上
手
で
、
学
校
で
は

い
つ
も
級
長
の
徽き

し

章ょ
う

を
付
け
て

い
ま
し
た
。
親
か
ら
小こ

遣づ
か

い
を

も
ら
え
な
い
代
わ
り
に
、
得
意

の
ビ
ー
玉
や
メ
ン
コ
で
儲も

う

け
て

は
私
に
く
れ
た
も
の
で
し
た
。

高
等
小
学
校
を
卒
業
し
て
広

島
の
飛
行
場
で
働
く
よ
う
に
な

り
、そ
こ
で
兵
隊
検
査
を
受
け
、

合
格
。
出
征
時
に
は
紙
で
作
っ

た
日
の
丸
を
近
所
中
の
家
が
戸

口
や
屋
根
に
立
て
て
見
送
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
兄
は
陸
軍
飛
行

兵
と
し
て
満
州
の
チ
チ
ハ
ル
へ

派
遣
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
フ
ィ
リ

ピ
ン
へ
向
か
い
ま
し
た
。

◆
お
母
さ
ん
を
頼
む
ぞ

フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
発た

つ
前
、
兄

は
一
度
日
本
へ
帰
っ
て
来
ま
し

た
。
そ
の
こ
ろ
私
は
疎そ

開か
い

中
学

生
の
世
話
を
し
に
大
阪
の
箕み

の

面お

へ
行
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ

れ
を
知
っ
た
兄
は
箕
面
ま
で
来

て
く
れ
ま
し
た
。
が
、
運
悪
く
、

そ
の
時
私
は
天
王
寺
の
府
庁
で

飯め
し

炊た

き
の
仕
事
に
出
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
兄
は
地
下
鉄
で

天
王
寺
ま
で
会
い
に
来
て
く
れ

ま
し
た
。
当
時
、
私
は
ひ
ど
い

テ
ン
グ
熱
に
罹か

か

っ
て
い
ま
し
た

が
、
苦
し
さ
を
忘
れ
て
二
晩
、

兄
と
積
も
る
話
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
兄
は
い
っ
た
ん
郷

里
へ
帰
り
、
広
島
の
宇う

品じ
な

か
ら

戦
地
へ
向
か
い
ま
し
た
。
私
は

宇
品
駅
ま
で
見
送
り
に
行
き
ま

し
た
。
そ
の
時
、
私
に

元
気

で
な
。
お
母
さ
ん
を
頼
む
ぞ

と
言
っ
た
の
が
、
私
が
見
た
兄

の
最
後
の
姿
で
し
た
。

◆
戦
争
は
家
族
悲
し
む
だ
け

戦
後
は
し
ば
ら
く
、
故
郷
の

愛
媛
県し

周ゅ
う

桑そ
う

郡
で
家
族
と
一
緒

に
浜
の
仕
事
を
し
て
生
計
を
立

て
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
三
十

年
ご
ろ
大
阪
へ
出
ま
し
た
。
同

三
十
七
年
に
現
在
地
で
寿
司
屋

を
、
四
十
八
年
に
は
お
好
み
焼

き
店
を
開
業
し
、
忙
し
い
日
々

を
過
ご
し
ま
し
た
が
、
平
成
十

九
年
に
店
を
閉
じ
ま
し
た
。

長
生
き
出
来
て
、
今
は
幸
せ

で
す
。
で
も
戦
争
は
二
度
と
し

て
ほ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族

が
悲
し
む
だ
け
で
す
。
日
本
は

平
和
で
便
利
に
な
り
ま
し
た

が
、
総
理
大
臣
が
く
る
く
る
変

わ
っ
て
不
安
定
な
こ
と
や
、
若

い
人
た
ち
が
我
慢
強
く
な
く
な

っ
た
こ
と
が
気
に
な
り
ま
す
。

戦
後
も
六
十
六
年
が
経
ち
ま

し
た
が
、郷
里
の
周
桑
郡
で
は
、

兄
の
他
に
も
、
一
家
で
二
人
、

三
人
と
戦
死
者
を
出
し
た
家
が

あ
り
、
私
の
同
級
生
を
含
め
て

計
六
十
人
も
の
戦
死
者
の
お
墓

が
並
ん
で
い
ま
す

写
真
。

私
は
今
も
、
兄
が
大
好
き
だ

っ
た
飛
行
機
に
乗
っ
て
会
い
に

来
て
く
れ
る
よ
う
な
気
が
し
て

毎
日
空
を
見
上
げ
、
日
の
丸
の

旗
を
空
に
靡な

び

か
せ
て
い
ま
す
。

雨
の
日
も
風
の
日
も
、
こ
れ
は

生
き
て
い
る
限
り
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
（
終
わ
り
）

下

し
ば

た

こ

）（
築
港

）

し
ば

た

こ

）（
築
港

）

今
月
の

語
る
人

今
月
の

語
る
人

港 新 聞 戦争体験・案内平成 年（ 年） 月 日 火曜日 第 号 （ ）戦争体験・案内

故
郷
の
愛
媛
県
周
桑
郡
（
現
西

条
市
）
に
並
ぶ
戦
死
者
の
墓


